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ス
ペ
イ
ン
都
市
の
拡
大
過
程
と
勺
⇔
ω
8

山

崎

俊

郎

一、

s
市
に
お
け
る
η
①
い
Φ
o
の
機
能

　
℃
器
①
。
は
散
歩
道
を
意
味
し
、
広
く
ス
ペ
イ
ン
の
都
市
に
み
ら
れ
る
道
路
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
都
市
と
は
、
筆
者
の
巡
検
し
た
集
落
（
都
市
・
村
落
）
の
う
ち
、

県
庁
所
在
地
に
限
定
す
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
、
ソ
連
を
除
け
ば
フ
ラ
ン
ス
に
次
ぐ
国
土
（
五
〇
四
、
七

五
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
、
十
四
の
地
方
”
Φ
σ
Q
曇
声
に
分
か
れ
、
五
十
県
を

構
成
す
る
。
即
ち
》
乱
巴
二
。
蜀
（
≧
日
Φ
臥
や
O
餅
象
N
”
O
曾
ら
○
ぴ
P
Ω
影
葛
q
辞

工
¢
Φ
τ
欝
、
』
p
ひ
ジ
竃
鋤
僧
α
Q
2
G
o
Φ
〈
凶
＝
9
）
。
〉
影
g
q
曾
（
鵠
‘
o
。
Q
o
p
り
弓
Φ
旨
Φ
r
N
母
㊤
・

σq

盾
m
ρ
）
。
〉
ω
ε
ユ
器
（
○
く
凶
Φ
傷
。
）
。
　
0
9
ω
鉱
＝
餌
訂
Z
話
奉
　
（
9
巳
㊤
q
　
閃
①
巴
”

O
鐸
①
5
0
2
Ω
轟
q
巴
㊤
冒
轟
”
ζ
僧
脅
男
泣
。
｝
o
侮
。
）
。
O
器
巳
冨
冨
≦
①
す
（
〉
三
｝
9
噂

od
焜
ｿ
Q
o
。
。
w
ピ
。
σ
q
円
＆
p
℃
巴
Φ
謬
0
5
0
Q
碧
＄
民
。
ジ
　
Q
Q
Φ
σ
q
o
〈
冨
”
ω
o
ユ
2
＜
邑
9
・

q
o
嵩
傷
）
。
O
葺
巴
鼠
幽
（
ご
ロ
舘
。
巴
。
轟
讐
Ω
o
円
。
壼
”
り
⑪
三
留
》
↓
転
調
σ
q
o
5
p
）
。

国
巡
話
§
巴
ξ
帥
（
ご
σ
巴
ε
o
N
り
O
餅
8
話
ω
）
。
Ω
9
ぎ
冨
（
ピ
帥
O
o
罵
暮
2
ピ
品
。
噂

O
重
富
ρ
℃
o
暮
Φ
＜
亜
聖
）
。
ピ
①
曾
（
ピ
Φ
ひ
P
o
Q
巴
僧
目
彗
0
2
N
㊤
ヨ
。
轟
）
。
ζ
霞
。
冨

（
≧
冨
8
け
9
竃
霞
。
冨
）
。
＜
巴
Φ
ま
貯
（
≧
8
き
8
”
O
霧
8
ま
p
＜
巴
①
ま
冨
）
。

〈
霧
8
品
匙
霧
団
2
ミ
霞
鵠
（
〉
｝
㊤
く
2
Ω
三
忌
N
8
欝
Z
磐
霞
弓
2
≦
N
＄
饗
）
。

ロロ

b
Φ
鷲
Φ
。
。
（
b
U
ρ
一
Φ
缶
り
①
ω
）
。
O
ρ
5
㊤
宝
器
（
ピ
器
℃
巴
ヨ
㊤
o
。
過
c
Q
暫
艮
9
0
弓
ζ
N
傷
Φ 目

Φ
づ
曾
一
8
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
県
名
と
県
庁
所
在
地
名
が
異
な
る
の
は
、
い

わ
ゆ
る
パ
ス
コ
・
ナ
バ
ラ
地
方
の
≧
㊤
＜
騨
県
の
≦
8
り
欝
Ω
乱
言
N
。
8
．
県
の

ω
雪
○
。
Φ
げ
霧
江
餅
7
Z
ゆ
く
母
雷
県
の
℃
ゆ
§
皿
o
津
》
＜
冒
＄
饗
県
の
O
σ
凶
ぎ
9
。
と

地
中
海
の
著
名
な
保
養
地
u
u
巴
①
霞
①
ω
県
の
℃
最
高
㊤
号
竃
巴
一
。
お
9
で
、
．
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
同
名
の
都
市
が
県
都
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
V

　
わ
が
国
の
四
七
都
道
府
県
庁
所
在
地
の
人
口
規
模
を
み
る
と
、
一
〇
〇
万
人
以

上
（
東
京
都
区
部
を
含
む
）
八
、
五
〇
万
人
－
百
万
人
未
満
六
、
三
〇
万
人
一

五
〇
万
人
未
満
十
四
、
一
〇
万
人
－
三
〇
万
人
未
満
十
九
、
計
四
七
都
市
で
あ

る
。
こ
れ
に
比
べ
、
第
一
表
で
み
る
よ
う
に
、
一
〇
万
人
以
上
の
県
都
二
七
の
ス

ペ
イ
ン
は
、
概
ね
過
度
な
人
口
の
都
市
集
中
を
示
し
て
い
な
い
。
群
を
抜
く
巨
大

都
市
の
首
都
マ
ド
サ
ー
ド
も
、
．
市
域
は
広
大
な
疎
林
に
取
り
囲
ま
れ
、
拡
大
の
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

地
を
残
し
て
い
る
現
状
は
う
ら
や
ま
し
い
ば
か
り
で
あ
．
る
。
ま
し
て
、
数
万
か
ら

十
数
万
の
人
口
規
模
が
多
い
地
方
の
県
営
は
，
何
世
紀
も
変
ら
な
い
と
思
わ
れ
る

歴
史
的
核
を
保
全
し
、
訪
れ
る
人
々
を
引
き
付
け
て
や
ま
な
い
魅
力
を
た
た
え
て

い
る
。
工
業
化
へ
の
努
力
に
劣
ら
な
い
配
慮
が
、
歴
史
的
都
市
景
観
の
修
復
に
な

さ
れ
て
い
る
現
邑
は
深
い
執
念
す
ら
感
じ
る
ほ
ど
で
あ
る
・

　
こ
の
国
の
市
民
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
特
に
散
歩
好
き
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
一
般
に
、
お
し
ゃ
べ
り
好
き
で
友
人
と
の
会
話
を
楽
し
み
、
男
女

一71一



za 1 R asMcoAgrept

1857 1887 1920 1950 1970

Madrid 281170' 477283' 750896' 1,618,435 3146071eJ

Barcelona 178,625 272,481 710,335 1,280,179 1,745,142
Sevilla 112,139 143,182 205,529 376,627 548,072
Valencia 106,435 170763' 251258' 509,075 653,690
Malaga 92611' 134,O16 150584' 276222' 374,452
cadiz 63513' 62,531 76,718 1OO,249 135743'

Granada 63,113 73O06' 103368' 154378' 190,429
'

Za'ragoza 58978' 92,407 141350' 264256' 479,845
PalmadeMallorca 42910' 60514' 77,418 136,814 234,098
'Valladolid 41913' 62O12' 76791' 124212' 236341'

C6rdoba 36501' 55,614 73,710 165,403 235632'

LasPalmas 153,262 287,038
LaCorufia 27,354 37215' 62,022 133,844 189,654
Murcia 26888' 98538' 141175' 218375' 243759'

Santander 24702' 42,125 72,469 102,462 .149,704
Burgos 24,327 31,30! 32,301 74,063 119,915
Almeria 23,O18 36200' 50,194 76,497 114,510
Pamplona 22702' 26,663 32635' 72394' 147168'

Badajoz 22,195 27,279 37,967 79291' 10!710'

Alieante 20,342 40115' 63,908 104,222 184,716
Ja6n 19,738 25,706 33,444 61,610 78,156
L6rida 19,581 21,885 38165･' 52,849 90,884
Castel16n 19,297 25,l93 34,457 53331' 93,968

Tarragona 18,023 27,225 27,883 38,841 78238'

Bilbao 17,649 50772' 112,819 229,334 410,490
Toledo 15797' 20,837 25,251 40,243 44,382
Vitoria 15,569 27,660 34,967 52,206 136,873

Salamanca 15,203 22199' 32,414 80,239 125,220

Caceres 14795' 14,880 23,563 45249' 56,064
Oviedo 14,156 42,716 69,375 106,O02 154117'

Gerona 13,959 15,497 17,691 28,915 50,338

Zamora 12,881 15292' 17567' 38320' 49,029
Palencia 12,811 15,028 19,543 41,769 58,370
Albacete 11,860 20794' 31,960 71,822 93233'

SantaCruzdeTenerife 10,834 19772' 52,432 103,446 151,361
Logrofio 10,446 15,567 26,806 51,975 84,456
Segovia 10,339 14369' 16,O13 29568' 41,880

Huesca 9,874 13,041 13921' 21332' 33185'

Le6n 9,603 13,446 21,399 59,549 105,235

SanSebastiEn 9,484 29047' 61774' H3776' 165,829

CiudadReal 8951' 14702' 18991' 34244' 41,708
Teruel 8,830 9,243 12,OIO 18,745 21,638

Huelva 8,423 18,195 34,437 63,468 96,689

Lugo 8246' 19952' 28,346 53,743 63,830

Cuenca 7,284 9,747 12,816 24,836 34,485
Orense

6
8
7
2
'

14i68' 18,581 55,574 73379'

Pontevedra 6,623 19,996 26,994 43,221 52,452
Guadalajara

6
5
3
3
'

11,235 13536' 19,131 31917'

Avila 6,419 10935' 13704' 22577' 30,983
Soria 5,191 7,784 7,619 16,878 25,030

Emilio Arija Rivar6s : Geograffa de Espafia, 1975 ac J D esgde:T
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を
問
わ
ず
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
セ
ル
ベ
セ
リ
ア
、
バ
ル
な
ど
で
寛
い
だ
一
時
を
過
ご

す
国
民
性
は
、
必
ら
ず
し
も
勤
め
先
か
ら
住
居
に
直
行
と
い
う
マ
イ
ホ
ー
ム
型
を

よ
し
と
し
な
い
。
開
発
計
画
に
も
、
居
住
区
の
近
隣
に
規
模
に
応
じ
た
O
曾
嘗
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

9
≦
8
と
し
て
大
小
の
O
。
巨
曾
。
δ
設
置
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　
各
都
市
に
み
る
℃
p
の
①
。
も
、
終
日
、
漫
ろ
歩
き
の
人
影
が
絶
え
な
い
。
元
来
、

℃
器
⑦
。
は
、
用
件
を
持
た
ず
に
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
い
た
り
、
車
や
自
転
車
や
馬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

乗
っ
た
り
、
或
は
ボ
ー
ト
遊
び
を
楽
し
む
意
味
に
使
わ
れ
る
。
都
市
の
建
築
構
造

が
、
わ
が
国
な
ど
と
異
な
り
、
一
般
に
は
四
、
五
階
建
の
ア
パ
ー
ト
0
霧
缶
傷
Φ
＜
①
・

。
ぎ
q
鋒
（
〉
冨
野
津
巳
Φ
g
。
）
　
形
式
の
集
合
住
宅
で
、
小
さ
い
な
が
ら
も
庭
つ
き

一
戸
建
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
保
安
の
た
め
に
は
、
何
度
か
の
カ
ギ

の
関
門
を
通
ら
な
け
れ
ば
、
自
分
の
部
屋
に
た
ど
り
つ
け
な
い
居
住
形
態
を
当
然

の
こ
と
と
し
て
育
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
ら
が
、
近
隣
と
の
円
滑
な
社
会
生

活
を
維
持
す
る
た
め
に
、
好
ん
で
大
小
の
プ
ラ
サ
に
集
ま
り
へ
あ
る
い
は
一
杯
の

コ
ー
ヒ
ー
、
セ
ル
ベ
ッ
サ
、
ビ
：
ノ
な
ど
で
長
時
間
の
立
ち
話
し
を
楽
し
む
臼
常

生
活
は
充
分
に
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
長
い
昼
休
み
が
済
ん
で
、
夕
刻
に
な
る
と
街
は
再
び
活
気
づ
く
。
商
店
も
ま
た

扉
を
開
け
、
午
前
の
に
ぎ
わ
い
に
倍
す
る
人
の
群
れ
が
通
り
を
行
き
交
う
。
こ
と

に
、
日
差
し
の
強
い
季
節
に
は
全
く
街
が
生
き
返
る
時
間
で
あ
る
。
0
9
一
一
①
通
り

も
、
〉
＜
①
三
富
大
通
り
も
、
そ
れ
が
盛
り
場
に
近
付
く
ほ
ど
人
影
は
多
く
な
る
。

　
勺
霧
①
。
が
本
来
の
面
目
を
取
り
戻
す
の
も
こ
の
と
き
で
あ
る
。
単
に
　
O
餌
｝
一
P

》
＜
Φ
巳
富
と
名
付
け
ら
れ
た
街
路
に
比
べ
、
植
え
込
み
や
並
木
の
整
備
が
行
き
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
た
状
況
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
若
い
恋
人
達
の
散
策
に
も
風
情
が
伴
う
。
保
養

・
観
光
地
の
、
特
に
海
岸
沿
い
の
℃
窃
①
。
で
は
、
昼
間
の
老
夫
婦
に
替
わ
っ
て

多
く
見
受
け
ら
れ
る
の
は
新
婚
で
あ
ろ
う
か
。
○
色
①
か
ら
分
か
れ
た
O
騨
巳
三
8

小
道
に
も
、
趣
の
あ
る
街
灯
が
点
っ
て
、
こ
の
国
ら
し
い
た
た
ず
ま
い
の
中
に
、

い
さ
さ
か
の
旅
愁
を
覚
え
る
の
も
こ
ん
な
と
き
で
あ
る
。

二
、
都
市
の
平
面
形
態
に
み
る
刀
①
い
o
o

a
、
人
口
規
模
と
市
域
拡
大
の
現
況

　
再
び
第
一
表
に
よ
っ
て
、
都
市
人
口
の
推
移
と
市
域
拡
大
の
現
況
を
概
観
し
た

い
。
一
九
八
○
年
版
の
イ
ス
パ
ニ
ア
統
計
年
鑑
も
人
口
統
計
は
第
一
表
の
一
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

○
年
の
項
と
同
様
で
あ
る
。
五
〇
県
都
の
う
ち
百
万
以
上
は
二
軍
、
五
〇
1
一
〇

〇
万
未
満
二
三
、
三
〇
1
五
〇
万
未
満
三
市
、
一
〇
－
三
〇
万
未
満
二
〇
市
、
五

－
一
〇
万
未
満
＝
二
世
、
五
万
未
満
一
〇
市
で
あ
り
、
他
の
欧
米
諸
国
や
、
わ
が

国
と
比
べ
て
も
、
人
口
の
都
市
集
中
が
過
度
に
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
。
日

本
の
場
合
、
・
前
項
で
も
触
れ
た
よ
う
に
一
〇
万
以
下
の
県
議
は
皆
無
で
、
全
国
六

四
七
の
市
の
う
ち
百
万
都
市
一
〇
を
含
め
一
〇
万
以
上
は
一
九
三
市
を
数
え
る
現

　
　
　
（
9
）

状
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
推
移
を
み
て
も
、
一
八
五
七
年
は
安
政
四
年
、
一
八
八
七
年
は
明

治
二
〇
年
、
一
九
二
〇
年
は
大
正
九
年
と
な
り
、
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
と
地
中
海
岸

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
除
い
て
は
急
激
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
わ
ず
か
に
十

万
都
市
の
増
加
が
あ
り
、
観
光
地
と
し
て
の
グ
ラ
ナ
ダ
や
、
地
方
中
心
都
市
と
し

て
の
サ
ラ
ゴ
サ
、
ム
ル
シ
ア
な
ど
の
ほ
か
、
カ
ン
タ
ブ
リ
コ
海
に
面
し
た
パ
ス
コ

地
方
の
工
業
都
市
ビ
ル
バ
オ
に
そ
の
例
が
み
ら
れ
る
。
マ
ド
リ
ー
ド
が
百
万
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

と
な
る
の
は
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
な
の
で
あ
る
。

　
近
世
初
頭
、
レ
コ
ン
キ
ス
タ
を
完
了
し
た
イ
ス
パ
ニ
ア
王
国
が
華
々
し
く
世
界

史
の
舞
台
に
登
場
し
た
の
も
長
い
期
間
で
は
な
か
っ
た
。
十
六
世
紀
末
に
無
敵
艦

隊
が
新
興
の
イ
ギ
リ
ス
に
敗
れ
て
か
ら
は
次
第
に
国
運
は
衰
退
し
、
広
大
な
新
大

陸
の
植
民
地
も
十
九
世
紀
の
前
半
に
は
、
ほ
と
ん
ど
独
立
し
て
し
ま
っ
た
。
ス
ペ

一73一



イ
ン
が
そ
の
後
の
永
い
政
治
的
・
経
済
的
停
滞
か
ら
、
急
速
な
起
ち
上
が
り
を
示

す
の
は
、
不
幸
な
内
戦
に
引
き
続
い
て
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巻
き
込
ん
だ
第
二
次
世

界
大
戦
が
終
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
　
一
九
五
〇
年
、
一
九
七
〇
年
に
み
る
都
市
の
人

口
推
移
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
状
況
が
首
肯
さ
れ
よ
う
。

　
一
般
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
都
市
と
村
落
を
含
め
集
落
の
歴
史
的
景
観
は

大
切
に
保
全
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
近
年
わ
が
国
に
も
漸
次
法
制
が
整
備
さ
れ
、

条
例
が
設
け
ら
れ
て
、
景
観
保
全
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る
の
は
喜

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
工
業
化
に
熱
心
で
、
E
C
加
盟
も
近
い
と
思
わ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
が
、
世
界
屈
指

の
観
光
黒
字
国
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
醗
）
長
期
滞
在
者
の
多
い
保
養

地
に
は
、
現
代
的
な
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
ぶ
が
、
そ
の
地
域
の
歴
史
的
建
造
物
は
大

切
に
保
全
さ
れ
て
い
る
。
グ
ラ
ナ
ダ
、
コ
ル
ド
バ
、
セ
ビ
リ
ア
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

目
甑
ぎ
σ
q
巳
。
U
ロ
ゆ
け
一
。
（
ほ
代
表
的
に
知
ら
れ
る
が
、
他
の
諸
都
市
と
て
同
様
で
あ
る
。

国
外
か
ら
の
訪
問
者
は
、
永
い
年
月
を
経
た
、
こ
の
国
ら
し
い
特
色
の
あ
る
集
落

景
観
を
愛
で
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
都
市
化
の
進
ち
ょ
く
が
遅
か
っ
た
と
は
い
え
、
工
業
化
の
進
展
に

伴
っ
・
て
都
市
域
の
拡
大
も
顕
著
で
あ
る
。
特
に
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
の
膨
張
は
急
速

で
都
市
計
画
に
対
す
る
熱
意
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
参
考
と
な
る
点
も
津

島
歴
史
遺
産
の
継
承
に
意
を
尽
し
な
が
ら
・
明
日
へ
の
向
上
に
努
力
す
る
姿
は

好
も
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
今
日
い
ち
日
を

精
一
杯
に
楽
し
ん
で
二
日
分
に
も
生
き
よ
う
と
す
る
人
達
が
、
大
切
に
整
備
し
活

用
し
て
い
る
℃
器
①
。
を
例
に
と
っ
て
市
域
拡
大
と
の
関
連
を
考
え
て
み
た
い
。

も
と
よ
り
、
複
雑
な
多
機
能
を
有
す
る
現
代
都
市
の
考
察
に
は
、
多
く
の
要
素
が

指
標
た
る
べ
き
こ
と
は
も
ち
論
で
あ
る
が
、
平
面
形
態
か
ら
み
て
、
地
割
り
（
道

路
網
）
の
上
で
比
較
的
に
眼
に
つ
き
易
い
℃
器
Φ
。
を
選
ん
で
み
た
。
そ
の
位
置
、

主
た
る
機
能
か
ら
若
干
の
分
類
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

b
、
刀
①
o
o
o
の
分
類

　
本
来
な
れ
ば
、
取
り
あ
げ
る
全
都
市
の
平
面
図
を
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
各
分
類
に
つ
い
て
一
－
二
の
例
示
に
留
め
た
。
第
二
表
は
人
口
規
模
別
に
分

類
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
都
市
の
旧
外
縁
を
示
す
も
の
（
A
）

　
都
市
域
の
拡
大
過
程
を
明
り
ょ
う
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
か
つ
て
の
市
域
外
縁

が
パ
セ
オ
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ド
リ
ー
ド
の
場
合
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
、
ア
ル

フ
ォ
ン
ソ
六
輝
が
マ
ン
サ
ナ
ー
レ
ス
川
の
谷
に
臨
む
イ
ス
・
ラ
ム
教
徒
の
城
塞
（
現

王
宮
の
場
所
）
を
奪
回
し
た
の
は
＝
世
紀
末
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
四
七
九
年

の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
・
ア
ラ
ゴ
ン
両
王
国
の
合
併
、
一
四
九
二
年
の
レ
コ
ン
キ
ス

タ
の
完
了
に
よ
り
強
大
な
イ
ス
パ
ニ
ア
王
国
に
成
長
し
、
一
五
五
六
年
に
即
位
し

た
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
が
こ
の
地
を
首
都
と
定
め
た
。
そ
の
後
の
市
域
拡
大
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

は
既
に
報
告
し
た
が
、
一
七
・
一
入
・
一
九
世
紀
の
半
ば
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
拡
大

は
み
ら
れ
な
い
。
第
一
表
の
一
八
五
七
年
に
お
け
る
約
三
〇
万
人
の
市
域
が
そ
れ

で
あ
る
。
現
市
域
は
一
八
の
区
∪
一
ω
育
一
8
に
分
か
れ
、
区
は
ま
た
い
く
つ
か
の

小
口
（
町
内
）
じ
口
鴛
二
。
に
分
割
さ
れ
る
。
約
三
〇
万
人
を
擁
し
た
旧
市
域
は
第

一
区
O
象
胃
。
に
あ
た
り
、
歴
史
的
建
造
物
も
集
中
し
て
国
外
か
ら
の
観
光
客
は

も
と
よ
り
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
に
ぎ
や
か
な
市
民
の
姿
が
見
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。

第
一
図
で
み
る
と
、
中
央
や
や
左
下
の
環
状
道
路
に
囲
ま
れ
た
部
分
が
そ
れ
で
、

左
上
（
西
北
）
に
王
宮
（
A
）
が
あ
り
マ
ン
サ
ナ
：
レ
ス
の
谷
を
見
下
ろ
す
要
害

の
地
で
あ
る
。
部
分
の
中
央
に
は
プ
ラ
サ
・
マ
ヨ
ー
ル
が
あ
っ
て
、
今
な
お
マ
ド

リ
ー
ド
の
中
央
広
場
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
右
（
東
）
に
パ
セ

一74一



第2表　Paseoの分類

人口規模
i万人）

　　　　（A）
s
市
の
旧
外
縁
　
、

　　　（B）

蛛@要　道

　　　　　（C）

C岸・河岸・丘上
ﾌ散歩道（観光地）

　　　　　　　（D）

s民の日常的な散歩道

5　未満
Ciudad　Real，

guesca，

Toledo，

fuadalajara，

Avila，

regovia，
Soria，　Cuenca，　Teruel，　Zamora，

5～10〃 Ja6n，

Logrofio，　Huelva，　L6rida，

oalencia，　Orense，　Albacete，

kugo，　Caceres，　Gerona，

oontevedra，　Tarragona，

bastel16n，

10～15〃
Salamanca，

`lmeria，

Santander，

aurgos，

Le6n，　Cadiz，　Vitoria，　Pamplona，

aadajoz，

15～20〃
Alicante，

ran　Sebastiゑn，

Oviedo，　Santa　Cruz　de　Tenerife，

franada，　La　Corufia，

20～30〃 C6rdoba， ValladQlid，
Palma　de
lall．orca，

Las　Palmas，　Murcia，

30～50〃 Zaragoza， Malaga，　Bilbao，

50～100〃
Valencia，

revilla，

100　以上 Madrid， Barcelona，

オ
と
プ
ラ
サ
が
交
互
に
な
っ
て
市
街
地
を
ほ
ぼ
南
北
に
貫
く
道
路
が
市
域
を
代
表

す
る
幹
線
で
あ
る
。
こ
の
パ
セ
オ
が
永
ら
く
東
の
ア
ー
バ
ン
・
フ
リ
ン
ジ
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
右
側
（
東
）
の
空
白
に
近
い
部
分
は
、
か
つ
て
の
離
宮
、
現

第1図Madrid（A）

P．Paseo　PL．　Plaza　．C．　Catedral　E．　Estaci6n

T．Plaza　de　Toros　U．　Un量versidad　A．　Alcazar
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在
の
レ
テ
好
ロ
公
園
で
あ
る
。
図
の
中
央
下
（
南
）
か
ら
パ
セ
オ
を
た
ど
る
と
、

ア
ト
ー
チ
ャ
駅
（
E
）
国
ω
＄
9
曾
q
Φ
＞
8
。
訂
ま
で
が
、
パ
セ
オ
・
デ
リ
シ
ア

ス
℃
器
Φ
。
O
Φ
一
一
。
冨
ω
で
、
図
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
シ
ベ
レ
ス
広
場
（
勺
［
）
℃
冨
鍔

傷
Φ
『
Ω
げ
Φ
一
①
。
・
に
至
る
間
は
勺
9
ω
①
o
畠
Φ
一
℃
轟
q
。
で
あ
る
。
さ
ら
に
勺
9
ω
①
o

侮
①
O
巴
く
。
Q
Q
。
8
ぎ
は
勺
霧
。
。
q
。
冨
O
騨
雪
巴
瓦
p
　
に
続
き
、
図
の
上
方

（
勺
［
）
コ
窩
㊤
”
Φ
息
げ
＝
。
》
胃
σ
q
①
暮
ぎ
9
の
左
方
十
字
路
に
至
る
。
そ
れ
よ
り
北

．
は
ア
ベ
ニ
ダ
〉
＜
Φ
巳
量
q
巴
Ω
Φ
昌
霞
目
｛
ω
ぎ
。
閃
弓
讐
。
。
　
で
、
北
の
玄
関
口
で

あ
る
チ
ャ
マ
ル
チ
ィ
ン
動
輪
ω
雷
9
ひ
昌
傷
①
O
『
p
ヨ
碧
菖
コ
に
向
か
い
、
ス
ペ
イ
ン

都
市
の
中
で
最
も
良
く
整
備
さ
れ
た
市
内
幹
線
路
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
図
は
同
じ
く
旧
市
街
の
外
縁
を
示
す
サ
ラ
マ
ン
カ
O
Q
巴
p
日
睾
。
騨
で
あ
る
。

人
口
一
二
・
五
万
人
、
ト
ル
メ
ス
川
田
。
目
汚
目
①
。
。
の
右
岸
に
あ
っ
て
、
ス
ペ

イ
ン
全
土
の
中
で
最
も
美
し
い
マ
ヨ
ー
ル
広
場
（
図
の
ほ
ぼ
中
央
）
と
、
＝
二
世

Salamanca（A）

貼Pヒ／　〆E

P

第2図

。＼A
P

PL

PL

P

CU

P

阯
1

R．7bη％6s1

P

OL一一一一〇〇m　sα1αmαnc6＼

P．Paseo　PL．　Plaza　C．　Catedral

E．Estaci6n　T．　Plaza　de　Toros

U．Universidad　A．　Alcazar

紀
に
設
立
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
古
の
一
つ
で
あ
る
サ
ラ
マ
ン
カ
大
学
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

一
九
世
紀
半
ば
の
絵
図
に
よ
る
と
、
一
一
の
門
馬
信
奉
＄
を
も
っ
た
囲
い
O
霞
。
9

を
巡
ら
し
て
い
る
。
囲
い
の
外
周
の
す
べ
で
に
固
有
の
名
称
は
付
け
ら
れ
て
は
お

ら
ず
、
北
の
一
部
に
勺
器
①
。
侮
①
一
己
O
舘
目
Φ
一
一
3
。
。
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
囲

い
の
外
は
、
す
べ
て
田
園
地
域
と
な
る
が
、
市
域
．
に
至
る
道
路
の
中
で
東
北
部
に

O
巴
N
匙
㊤
号
↓
。
；
曽
O
㊤
『
巴
9
号
寓
⑦
巳
轟
と
、
O
霞
冨
8
夏
号
び
巴
Φ
ω
ぎ
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

O
胃
皐
8
岳
q
①
N
9
ヨ
。
轟
が
あ
っ
て
、
℃
話
簿
帥
畠
①
目
。
吋
P
℃
諾
Φ
弓
鼠
q
Φ

N
p
3
。
雷
に
至
る
。
O
斤
目
匿
は
現
在
〉
〈
Φ
三
q
9
閃
Φ
山
屋
8
。
〉
§
冨
と
〉
＜
Φ
・

巳
q
p
Ω
Φ
昌
曾
巴
ζ
o
鼠
で
あ
り
、
0
9
箒
0
8
轟
は
〉
く
①
載
量
q
Φ
緊
巴
幽
P
℃
器
①
。

↓
。
寓
①
ω
＜
旨
9
旨
。
巴
と
な
っ
て
、
い
ず
れ
も
市
域
外
と
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
で

あ
る
。
ま
た
、
O
曾
8
は
ほ
と
ん
ど
取
り
払
わ
れ
て
、
か
つ
て
O
曾
。
㊤
を
と
り

巻
い
て
い
た
市
域
の
外
周
道
路
も
北
の
一
部
の
ほ
か
は
勺
器
①
。
と
な
っ
て
い
る
。

東
は
℃
霧
Φ
o
匹
①
O
雪
巴
Φ
宣
9
南
の
ト
ル
メ
ス
川
沿
い
に
℃
器
Φ
。
閃
①
9
0
円

国
。
。
℃
霞
p
ぴ
9
西
は
℃
霧
Φ
。
畠
①
ω
碧
≦
。
①
暮
Φ
で
、
北
は
　
〉
〈
窪
崔
9
q
①

≦
轟
計
〉
＜
Φ
三
富
仙
Φ
≧
①
§
㊤
5
㌶
で
あ
る
。
こ
と
に
ア
ベ
ニ
ダ
・
デ
・
ア
レ
マ

ニ
ア
は
幅
広
い
植
込
み
も
整
っ
て
本
来
の
パ
セ
オ
の
機
能
を
も
よ
く
果
た
し
て
い

る
。　
ま
た
、
同
絵
図
で
市
域
西
南
部
に
み
ら
れ
た
廃
き
ょ
”
巳
轟
と
屋
敷
Q
。
。
一
画
が

市
街
化
し
、
西
北
部
に
あ
っ
た
闘
牛
場
勺
一
二
9
号
↓
。
き
。
。
が
北
方
の
新
市
街

地
に
移
転
し
た
ほ
か
は
、
歴
史
的
景
観
も
良
く
保
存
さ
れ
中
世
の
街
さ
な
が
ら
で

あ
る
。
と
く
に
、
大
学
と
カ
テ
ド
ラ
ル
の
あ
る
付
近
に
は
そ
の
感
が
強
く
、
重
厚

な
誇
り
に
満
ち
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
第
二
雪
中
、
川
に
架
か
る
二
つ
の

橋
で
下
流
の
は
勺
器
暮
①
切
。
3
導
。
　
で
あ
り
、
橋
を
含
め
て
見
上
げ
る
小
丘
上

の
集
落
景
観
は
素
晴
ら
し
い
。
新
市
街
は
旧
市
の
東
北
方
、
駅
（
E
）
付
近
か
ら

北
部
一
帯
に
拡
が
る
が
、
川
を
隔
て
た
南
部
に
も
新
し
い
街
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
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（
1
9
）

て
い
る
。

　
コ
ル
ド
バ
も
旧
市
街
の
西
の
外
縁
が
美
し
い
パ
セ
オ
に
造
ら
れ
て
い
る
例
で
あ

躰
迦
ア
ル
メ
リ
ー
ア
に
つ
い
て
は
、
近
く
稿
を
改
め
て
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

②
主
要
道
と
な
っ
て
い
る
も
の
（
B
V

　
こ
こ
で
言
う
主
要
道
と
は
、
市
域
の
内
部
に
お
け
る
メ
イ
ン
ス
ト
り
ー
ト
の
性

格
よ
り
も
、
外
部
と
の
交
通
上
の
機
能
が
卓
越
し
て
い
る
場
合
を
と
り
あ
げ
た
。

第
三
図
は
バ
り
や
ド
リ
ー
ド
く
邑
践
。
弓
乙
で
あ
る
。
＜
巴
♂
q
。
り
雛
　
は
人
口
二

四
万
人
。
マ
ド
リ
ー
ド
の
西
北
約
一
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
流
入

す
る
衷
。
O
暇
日
。
の
支
流
衷
。
コ
ω
図
書
σ
q
騨
　
の
左
岸
に
位
置
す
る
。
バ
リ
ャ

ド
リ
ー
ド
県
は
小
麦
・
大
麦
・
て
ん
さ
い
・
牛
・
羊
・
豚
な
ど
の
農
牧
業
の
ほ
か
、

近
年
は
乗
用
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
ト
ラ
ッ
ク
等
の
生
産
も
増
加
し
て
工
業
的
機
能

Valladorid（B）第3図

P．Paseo　PL．　Plaza　C．　Catedral

E．Estaci6n　T．　Plaza　de　Toros

U．Universidad　A．　Alcazar

　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

が
大
き
く
な
っ
た
。
全
国
二
三
大
学
の
置
か
れ
て
い
る
一
八
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。

第
三
図
の
カ
テ
ド
ラ
ル
、
ウ
ニ
ベ
ル
シ
ダ
…
ド
か
ら
西
方
の
プ
ラ
サ
・
マ
ヨ
ー
ル

付
近
ま
で
が
、
古
い
都
市
核
に
あ
た
る
が
、
マ
ヨ
ー
ル
広
場
も
サ
ラ
マ
ン
カ
で
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
華
麗
な
建
物
に
取
り
囲
ま
れ
た
広
場
に
人
々
が
集
う
場
所
と

し
て
の
機
能
よ
り
は
、
車
の
乗
り
入
れ
の
激
し
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

周
囲
の
歩
道
に
は
、
カ
フ
ェ
テ
り
ア
・
セ
ル
ベ
セ
リ
ア
な
ど
の
テ
ー
ブ
ル
が
は
み

出
し
て
、
終
日
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
の
は
．
他
と
同
様
で
あ
る
が
、
近
県
の
セ
ゴ
ビ

ア
、
ア
ビ
ラ
、
サ
ラ
マ
ン
カ
等
と
比
較
し
て
、
人
の
動
き
の
活
発
さ
を
感
じ
さ
せ

る
街
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
パ
セ
オ
と
名
付
け
ら
れ
た
街
路
も
機
能
的
に
は
他
都
市
と
の
交

通
が
優
先
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図
の
左
上
方
（
西
北
）
鉄
道
線
路
に
平
行

し
た
℃
霧
Φ
o
q
Φ
H
ω
9
び
Φ
＝
ρ
O
暮
象
0
9
や
、
そ
の
南
の
℃
霧
Φ
o
q
Φ
G
。
導
ピ
。
・

話
霧
。
、
左
方
の
屈
折
し
た
℃
器
①
。
侮
①
N
。
り
邑
2
勺
霧
①
。
画
Φ
閃
旨
豆
琴
9
左

下
方
（
南
）
に
向
う
℃
器
①
。
q
Φ
国
ω
冨
冨
　
な
ど
が
そ
れ
で
、
左
上
方
の
橋
を

渡
っ
て
レ
オ
ン
と
結
ぶ
Z
一
①
O
一
。
左
下
方
（
南
）
は
マ
ド
リ
ー
ド
と
結
ぶ
Z
l

お
ω
号
線
で
、
国
道
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
道
路
を
兼
ね
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
駅

（
E
）
右
方
の
南
に
向
う
道
路
は
、
セ
ゴ
ビ
ア
に
向
う
Z
i
①
O
ド
右
下
方
は
ソ

リ
ア
行
Z
一
冨
b
。
響
ピ
ス
エ
ル
が
川
右
岸
に
平
行
す
る
の
は
、
Z
l
①
b
。
O
で
サ
ラ

マ
ン
カ
、
プ
ル
ゴ
ス
と
結
び
、
い
ず
れ
も
国
道
・
国
際
道
路
と
な
っ
て
い
る
。

　
ト
レ
ド
が
、
こ
の
分
類
に
入
る
の
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
と
結
ぶ
幹
線
の
Z
l
偽
2

が
℃
霧
。
。
q
Φ
ζ
㊤
口
達
と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
著
名
な
橋
の
一
つ
で
あ
る
℃
早

Φ
暮
①
q
Φ
≧
o
ぎ
雷
轟
を
渡
っ
て
シ
ウ
ダ
！
ド
・
レ
ア
ル
に
向
う
Z
l
ら
〇
一
も

℃
p
ω
①
。
餌
Φ
冨
閃
。
ω
㊤
と
つ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
タ
ホ
川
に
架
か
る
℃
ロ
①
暮
Φ

q
。
o
o
睾
寓
9
冥
ぎ
を
旧
市
内
に
入
っ
た
地
点
か
ら
城
壁
に
そ
っ
て
℃
器
Φ
o
げ
力
守

乙
p
Z
償
①
〈
斜
℃
器
Φ
o
畠
Φ
閃
Φ
0
9
円
①
q
o
　
と
続
き
、
前
述
の
マ
ド
リ
ー
ド
に
至
る
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2
1
劇
O
同
に
合
流
す
る
パ
セ
オ
や
、
城
外
に
℃
器
Φ
。
富
一
畠
O
窪
ひ
三
α
q
o
9
℃
㍗

ω
Φ
o
傷
①
一
〇
三
。
。
8
臼
①
冨
く
①
α
Q
騨
も
あ
る
が
、
2
1
幽
臼
ほ
ど
の
機
能
は
も
た
な

い
。
ま
た
、
旧
市
内
の
各
道
路
は
屈
曲
し
た
O
p
一
一
①
　
で
、
外
来
の
人
々
は
、
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

史
的
建
造
物
の
連
な
る
こ
の
中
世
的
な
街
並
み
を
散
策
す
る
の
で
あ
る
。

③
海
岸
・
河
岸
・
丘
上
の
散
歩
道
（
C
）

　
と
く
に
外
国
か
ら
の
保
養
・
観
光
客
が
多
い
諸
都
市
に
そ
の
例
を
み
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
マ
ド
リ
ー
ド
と
共
に
ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
百
万
都
市
で
あ
り
、

自
治
権
拡
大
運
動
の
強
い
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
O
彗
漏
出
㊤
地
方
の
中
心
都
市
で
あ
る
。

年
間
三
九
〇
〇
万
人
に
も
達
す
る
入
国
者
は
、
そ
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
陸
路
フ

ラ
ン
ス
か
ら
で
、
ま
た
、
そ
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
七
〇
〇
万
人
が
地
中

海
岸
の
じ
9
含
呂
ロ
①
雷
”
℃
。
詳
u
u
。
鐸
　
か
ら
入
る
。
そ
の
他
、
海
路
・
空
路
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
V

合
わ
せ
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
主
要
観
光
地
の
一
つ
で
あ
る
。

　
第
四
図
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
示
す
。
中
央
や
や
左
下
の
カ
テ
ド
ラ
ル
（
C
）
、
王
宮

（
A
）
の
地
域
が
ゴ
シ
ッ
ク
地
区
田
O
σ
鷲
願
望
。
Ω
ひ
鉱
。
o
　
で
ロ
ー
マ
時
代
の
市

壁
竃
昌
冨
一
隅
力
。
ヨ
9
轟
を
は
じ
め
歴
史
的
建
造
物
が
集
中
し
、
市
域
発
展
の
核

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
左
、
二
つ
の
プ
ラ
サ
間
を
斜
め
に
通
る
街
路
が

ラ
ン
プ
ラ
ス
通
り
ピ
器
”
㊤
B
乞
器
　
で
、
両
側
の
建
物
際
の
歩
道
の
他
に
、
左

右
車
線
に
挾
ま
れ
た
幅
広
い
歩
道
が
あ
っ
て
、
常
設
・
仮
設
の
店
舗
も
並
び
最
も

人
出
の
多
い
通
り
で
あ
る
。
一
四
世
紀
ま
で
の
西
の
外
縁
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
さ

ら
に
、
一
入
世
紀
に
は
西
の
多
角
形
に
似
た
街
路
ま
で
市
域
は
拡
が
り
城
壁
を
巡

ら
し
て
い
た
。
　
（
C
）
．
・
（
A
）
か
ら
右
寄
り
の
環
状
道
路
は
一
八
世
紀
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

砲
台
あ
と
で
公
園
に
な
っ
て
い
る
。
パ
セ
オ
は
、
ラ
ン
プ
ラ
ス
通
り
を
北
に
突
き

当
た
っ
た
℃
冨
轟
幽
Φ
O
窪
p
ご
冨
か
ら
上
方
（
西
北
）
に
伸
び
る
℃
器
①
。
島
①

Ω
轟
9
P
そ
れ
と
平
行
し
た
図
中
央
右
寄
り
の
℃
器
8
q
Φ
ω
§
』
§
冨
等
が

あ
る
が
、

い
る
。

第4図Barcelona（C）

海
岸
沿
い
の
℃
器
①
o
島
Φ
O
巳
ひ
5
が
当
市
の
特
色
を
よ
く
表
わ
し
て

P．Paseo　PL．　Plaza　C．　Catedral　E．　Estaci6n

T．Plaza　de　Toros　U．（∫niversidad　A．　Alcゑzar
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ラ
ン
プ
ラ
ス
通
り
の
南
端
は
臨
鼠
N
9
℃
二
二
鼠
q
Φ
げ
℃
9
N
で
、
新
大
陸
の

方
向
を
指
す
コ
ロ
ン
ブ
ス
記
念
柱
竃
。
葛
ヨ
Φ
罧
。
傷
①
O
。
一
曾
が
あ
り
、
両
側
に

℃
霧
Φ
。
q
Φ
O
。
一
診
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
広
場
付
近
に
は
一
四
世
紀
に
出
来
た

王
立
造
船
所
の
海
洋
博
物
館
や
、
岸
壁
に
係
留
さ
れ
て
い
る
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
号

の
実
物
大
模
型
も
あ
っ
て
港
の
歴
史
を
物
語
る
。
港
内
を
横
断
す
る
空
中
ケ
ー
ブ

ル
か
ら
眺
め
た
、
並
木
の
続
ぐ
ラ
ン
プ
ラ
ス
通
り
を
含
む
旧
市
街
の
全
景
は
誠
に

素
晴
ら
し
い
。

　
第
五
図
は
コ
ス
タ
・
デ
ル
・
ソ
ル
O
O
ω
＄
侮
巴
G
o
。
一
に
臨
む
保
養
・
観
光
地
．

の
中
心
マ
ラ
が
冨
巴
p
σ
q
¢
で
あ
る
。
年
間
を
通
b
、
空
路
に
よ
る
入
国
者
は
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
6
）

ド
リ
ー
ド
と
同
じ
一
一
〇
万
人
余
で
ス
ペ
イ
ン
本
土
内
で
は
最
も
多
い
。
港
を
見

下
ろ
す
丘
上
に
≧
8
鍔
訂
と
O
p
。
。
已
一
。
q
①
σ
子
霊
剛
｛
鴛
。
が
連
な
り
、
ふ
も

と
に
は
カ
テ
ド
ラ
ル
、
パ
ラ
シ
オ
℃
巴
9
2
。
侮
①
一
9
》
含
p
蕃
、
市
役
所
〉
団
彰
＄
巳
窪
8

等
が
あ
っ
て
古
い
核
を
構
成
す
る
。
グ
ア
ダ
ル
メ
デ
ィ
ナ
川
か
ら
左
（
西
）
は
新

市
街
地
で
、
図
の
上
方
、
川
岸
の
パ
セ
オ
は
公
園
を
伴
っ
た
勺
器
①
。
傷
①
ζ
鎚
亭

活
。
。
の
で
あ
る
。
こ
と
に
港
に
近
い
℃
p
ω
Φ
o
侮
巴
℃
胃
ρ
⊆
Φ
噂
℃
騨
ω
㊦
o
傷
Φ
O
冒
霞
ρ

ら
Φ
一
℃
日
暮
。
　
は
よ
く
整
備
さ
れ
、
散
策
を
楽
し
む
人
影
が
絶
え
な
い
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
マ
ラ
ガ
と
同
じ
よ
う
に
、
海
岸
ベ
ザ
の
パ
セ
オ
で
見
事
な
都
市

は
内
同
じ
く
地
中
海
岸
コ
ス
タ
・
ブ
ラ
ン
カ
O
o
ω
け
㊤
b
σ
♂
灘
8
　
の
ア
リ
カ
ン
テ

≧
琶
8
・
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
の
パ
ル
マ
●
デ
・
マ
ジ
・
ル
カ
国
舞
q
Φ
葦
。
胃
鞍

ビ
ス
ケ
ー
湾
に
の
ぞ
む
コ
ス
タ
・
バ
ス
カ
O
。
ω
討
く
器
8
の
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル

Q。

X
二
丁
q
曾
、
フ
ラ
ン
ス
国
境
に
近
い
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ア
ン
ω
§
ω
Φ
げ
曳
け
猷
昌
な

ど
が
あ
る
。

ま
た
・
河
岸
ぞ
い
の
パ
セ
オ
で
は
・
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
セ
ビ
リ
㌃
．
地
中

海
岸
コ
ス
タ
・
デ
ル
・
ア
サ
ア
ー
ル
O
。
ω
＄
傷
Φ
一
＞
N
夢
母
　
の
バ
レ
ン
シ
ア
＜
・

　
　
　
（
2
9
）

　
　
　
　
コ
ス
タ
・
バ
ス
カ
の
ビ
ル
バ
オ
O
σ
き
ぎ
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
・
ラ
・

巴
Φ
ま
凶
9

ビ
エ
ハ
O
霧
邑
冨
箭
≦
①
す
地
方
の
ブ
ル
ゴ
ス
b
」
琴
α
q
。
ω
が
あ
る
。

Malaga（C）第5図

《〈dα9α
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’
地
形
的
に
丘
上
に
分
類
し
う
る
の
は
、
囲
郭
都
市
で
知
ら
れ
る
ア
ビ
ラ
〉
＜
凶
紘
加
）

同
じ
く
美
し
い
城
で
名
高
い
セ
ゴ
ビ
ア
G
o
⑦
α
q
。
く
陣
即
が
あ
る
。

④
市
民
の
日
常
的
な
散
歩
道
（
D
）
「

、
こ
こ
で
み
る
各
都
市
は
、
グ
ラ
ナ
ダ
、
ラ
ス
パ
ル
マ
ス
を
除
い
て
は
、
前
項
（
C
）

で
み
た
都
市
に
比
べ
国
外
か
ら
の
観
光
客
は
少
な
く
な
る
。
人
口
規
模
も
小
さ
く
、

急
激
な
市
域
拡
大
も
み
ら
れ
な
い
。
パ
セ
オ
も
歴
史
的
核
に
近
く
、
市
民
が
日
常

に
利
用
す
る
。
い
わ
ば
、
本
来
の
パ
セ
オ
の
機
能
を
最
も
有
効
に
果
た
し
て
い
る

諸
例
と
い
え
よ
う
。

　
第
六
図
は
ア
リ
カ
ン
テ
に
近
い
内
陸
の
ム
ル
シ
ア
ζ
ξ
9
9
で
あ
る
。
ア
ル
バ

セ
ー
テ
県
と
ム
ル
シ
ア
県
で
構
成
さ
れ
る
ム
ル
シ
ア
地
方
は
第
一
次
産
業
比
率
の

高
い
地
方
で
あ
る
が
、
閃
8
ω
⑦
σ
q
ξ
騨
沿
い
の
本
市
は
そ
の
中
心
都
市
で
、
ス
ペ

イ
ン
全
土
で
も
十
指
に
入
る
人
口
規
模
と
着
実
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
　
（
第
一

表
参
照
）
と
う
も
ろ
こ
し
、
米
、
ト
マ
ト
、
綿
花
、
ぶ
ど
う
酒
な
ど
の
ほ
か
、
牛

・
羊
・
豚
や
、
セ
メ
ン
ト
、
鉛
、
亜
鉛
、
乗
用
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

等
の
生
産
・
集
散
が
あ
る
。

　
セ
グ
ラ
川
に
近
い
カ
テ
ド
ラ
ル
と
プ
ラ
サ
℃
一
五
即
ζ
p
詳
ぎ
Φ
N
↓
。
3
。
一
付
近

を
古
い
核
と
し
て
、
次
第
に
北
へ
拡
大
し
た
。
図
中
央
北
寄
り
の
プ
ラ
サ
零
丁
9
N
暫

侮
Φ
菊
。
包
＄
は
ロ
メ
ア
劇
場
前
の
広
場
で
、
市
域
拡
大
に
と
も
な
う
も
の
。
こ
れ

は
プ
ラ
サ
・
デ
・
ト
ロ
ス
（
T
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
土
地
取
得
の
容
易
な
市

域
外
縁
部
に
建
設
さ
れ
て
い
る
の
は
、
多
く
の
都
市
で
見
う
け
ら
れ
る
現
象
で
あ

る
。
図
中
、
最
も
北
の
プ
ラ
サ
℃
冨
轟
q
Φ
一
Ω
雪
零
薮
ω
ぎ
。
は
新
し
い
都
市
プ

ラ
ン
に
よ
る
将
来
の
交
通
結
節
点
を
示
し
、
付
近
に
は
テ
ニ
ス
隅
サ
ッ
カ
ー
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

の
競
技
場
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
パ
セ
オ
は
川
の
上
流
か
ら
℃
霧
①
。
侮
色
ζ
巴
①
8
ジ

℃
器
Φ
。
臼
Φ
Ω
醇
塁
　
と
続
き
、
手
入
れ
の
良
い
公
園
と
並
行
し
て
利
用
者
が
多

第6図Murcia（D）

P．Paseo　PL．　Plaza　C．　Catedral

E．Estaci6n　T．　Plaza　de　Toros

U．Universidad　A．　Alcazar

い
。
休
日
の
人
出
は
か
な
り
の
も
の
で
、
子
供
連
れ
や
散
策
を
楽
し
む
老
人
の
姿

も
多
か
っ
た
。

　
第
七
百
は
ウ
エ
ル
バ
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
西
端
に
あ
っ
て
ポ
ル
ト

ガ
ル
と
国
境
を
接
し
、
著
名
な
観
光
地
か
ら
み
る
と
、
い
か
に
も
ひ
な
び
た
感
じ

は
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
素
朴
で
心
優
し
い
港
町
で
あ
る
。
ウ
エ
ル
バ
県
も
、
と

う
も
ろ
こ
し
・
そ
ら
ま
め
・
ポ
テ
ト
・
て
ん
さ
い
・
牛
・
羊
・
豚
な
ど
の
生
産
が

多
い
農
牧
地
域
で
あ
る
が
運
一
人
当
り
の
県
民
所
得
は
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の

八
県
の
う
ち
ア
ル
メ
リ
ー
ア
、
コ
ル
ド
バ
、
グ
ラ
ナ
ダ
、
ハ
エ
ン
各
県
よ
り
も
高

（
3
4
）

い
。
ウ
エ
ル
バ
は
全
県
人
ロ
約
四
〇
万
人
の
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
集
め
る
県
都

で
あ
る
。

　
第
七
図
の
中
央
左
よ
り
に
、
カ
テ
ド
ラ
ル
、
プ
ラ
サ
、
パ
セ
オ
記
号
の
集
る
地

一80一



　　　第7図

Huelvq

Huelva（D）

9　　　39Qm
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域
が
古
い
核
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
テ
ド
ラ
ル
の
前
に
コ
p
N
餌
傷
⑦
冨
ζ
霞
。
Φ
9
そ

の
東
に
℃
冨
N
餌
O
Q
窪
℃
Φ
曾
。
が
あ
り
、
パ
セ
オ
は
、
勺
帥
ω
Φ
。
畠
Φ
一
即
H
巳
①
℃
Φ
亭

傷
Φ
琴
す
で
あ
る
。
こ
の
パ
セ
オ
は
緑
地
を
伴
っ
て
い
な
い
が
、
古
い
都
市
核
の
一

部
で
あ
る
だ
け
に
、
人
の
集
ま
り
も
多
く
利
用
度
も
高
い
。
市
民
生
活
の
日
常
に
、

よ
く
溶
け
こ
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
図
め
中
央
右
よ
り
に
、
　
℃
冨
N
9
餌
①
冨
の

ζ
。
三
9
ω
鴇
℃
げ
N
㊤
Z
営
僧
が
あ
る
が
、
核
よ
り
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
、
よ
り
新
し

い
と
理
解
さ
れ
る
。

　
港
は
漁
港
と
し
て
の
機
能
が
強
い
と
観
察
し
た
が
、
多
く
の
引
込
線
が
駅
（
E
）

に
集
ま
る
。
列
車
ら
し
い
編
成
は
ウ
エ
ル
バ
ま
で
で
、
こ
こ
か
ら
国
境
の
町
ア
ヤ

モ
ン
テ
〉
覧
白
。
暮
Φ
　
に
は
、
軽
便
鉄
道
の
よ
う
な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
走
る
。

一
輌
で
、
し
か
も
台
車
が
ひ
と
つ
の
車
体
は
、
上
下
左
右
に
振
れ
な
が
ら
、
可
成

り
の
ス
ピ
ー
ド
で
突
っ
走
る
が
、
素
朴
で
飾
ら
な
い
人
達
に
囲
ま
れ
て
イ
ベ
り
ア

の
辺
境
を
旅
す
る
心
楽
し
さ
は
、
ま
た
格
別
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
ガ
リ
シ
ア
地
方
の
ラ
コ
ル
ー
ニ
ャ
に
お
け
る
℃
器
①
o
ら
①
勾
§
q
p
、
レ
オ
ン
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ス
ト
リ
ア
地
方
・
オ
ビ
エ
ド

方
．
レ
オ
ン
の
℃
器
①
o
傷
Φ
℃
愚
巴
ゆ
σ
q
三
塁
岳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ス
コ
・
ナ
バ
ラ
地
方
、
ア
ラ
バ
県
ビ
ト
リ
ア
の
勺
ρ
ω
①
。

の
勺
僧
ω
Φ
o
仙
Φ
一
ゆ
。
ヨ
げ
Φ

蕊
一
難
輪
ヂ
バ
ラ
県
バ
ン
プ
。
↓
の
穿
§
Φ
。
・
9
触
畏
騙
．
な
ど
、

い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
背
負
っ
た
落
着
い
た
市
民
生
活
と
密
着
し
て
、

よ
く
℃
霧
Φ
。
の
効
果
を
挙
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
都
市
プ
ラ
ン
と
で
。
ω
Φ
o
の
将
来
展
望

最
新
の
統
計
に
よ
る
職
業
別
合
構
成
比
墾
は
・
い
わ
ゆ
る
笙
次
産
業
に

二
五
・
九
パ
；
セ
ン
ト
、
第
二
次
産
業
に
三
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
三
次
産
業

に
三
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
こ
れ
を
一
九
五
〇
年
の
第
一
次
（
五
〇
・
四
）
、

第
二
次
（
二
三
・
四
）
、
第
三
次
（
二
四
・
四
）
と
比
較
す
る
と
、
就
業
人
口
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

率
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進
工
業
国
の
タ
イ
プ
に
近
付
き
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
永
い
政
治
的
閉
鎖
性
か
ら
脱
し
て
、
経
済
的
進
展
の
う
え
に
、
E
C
へ
の
仲
間

入
り
を
願
う
こ
と
の
強
い
ス
ペ
イ
ン
は
、
今
後
も
西
欧
先
進
諸
国
に
近
付
く
努
力

を
怠
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
世
界
的
不
況
か
ら
の
回
復
が
実
現
し
た
時
点
で
、

恐
ら
く
は
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
E
C
加
盟
が
成
立
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
世
界
の
ど
の
工
業
先
進
国
と
比
べ
て
も
、
決
し
て
引
け
を
と
ら
な
い
都
市
再
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

発
が
意
欲
的
に
実
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。
歴
史
的
建
造
物
の
集
中
し
た

地
域
の
景
観
保
全
に
、
充
分
な
配
慮
を
示
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
明
日
へ
の
生
活

環
境
づ
く
り
を
目
指
す
熱
意
は
極
め
て
高
い
。
そ
の
場
合
、
ど
の
都
市
も
例
外
な

く
、
都
市
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
わ
が
国
な
ど
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
余
裕
を
持

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
一
・
五
倍
近
い
国
土
に
約
三
分
の
一
の
島
廻
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

一
平
方
キ
ロ
の
密
度
が
七
四
人
と
な
っ
て
、
充
分
な
ゆ
と
り
を
残
し
て
い
る
。
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三
五
〇
万
人
の
マ
ド
リ
ー
ド
が
六
〇
七
平
方
キ
ロ
の
市
域
で
あ
り
、
そ
の
中
に
、

な
お
、
い
く
ら
で
も
拡
張
可
能
な
バ
ラ
ハ
ス
国
際
空
港
を
持
っ
て
い
る
実
情
で
あ

る
。
全
市
一
入
の
区
∪
尻
訂
正
ざ
は
第
一
区
の
セ
ン
ト
ロ
O
Φ
コ
胃
。
（
旧
市
街
）
を

中
心
に
渦
状
の
配
列
を
す
熱
、
新
市
街
地
を
含
め
て
・
市
人
。
の
ほ
と
ん
ど
は
・

概
ね
地
下
鉄
路
線
と
公
営
バ
ス
網
の
範
囲
に
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
〇
分
の

通
勤
時
間
が
常
識
の
わ
が
国
の
実
態
な
ど
到
底
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。
窓
外
に

み
え
る
赤
茶
け
た
大
地
と
疎
林
の
景
観
が
尽
き
る
と
、
突
如
と
し
て
首
都
に
到
着

す
る
。
マ
ド
リ
ー
ド
の
北
の
玄
関
チ
ャ
マ
ル
チ
ィ
ン
駅
も
、
南
か
ら
の
出
入
ロ
ア

ト
ー
チ
ャ
駅
も
、
西
の
ノ
ル
テ
駅
も
す
べ
て
同
様
で
あ
る
。
マ
ド
リ
ー
ド
は
、
ま

だ
こ
う
し
た
範
囲
内
で
新
市
街
地
の
建
設
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
北
の
チ
ャ
マ
ル
チ
ィ
ン
駅
に
近
い
地
下
鉄
の
終
点
プ
ラ
サ
・
デ
・
カ
ス
テ
ィ
ー

リ
ャ
駅
か
ら
、
バ
ス
で
一
〇
分
ほ
ど
の
新
市
街
バ
リ
オ
・
デ
ル
・
ピ
ラ
ー
ル
b
σ
9
罵
δ

傷
Φ
一
国
一
碧
も
、
都
市
計
画
に
よ
る
高
層
集
合
住
宅
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
が
、
生

活
環
境
の
整
備
に
は
多
く
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
地
区
毎
の
プ
ラ
サ
、
日
常

生
活
に
こ
と
欠
か
な
い
商
店
の
配
置
と
至
る
と
こ
ろ
に
見
受
け
ら
れ
る
例
の
バ
ル
、

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
な
ぜ
。
決
し
て
単
な
る
高
層
の
住
居
群
で
は
な
い
。
ま
た
、
パ
セ

オ
の
名
称
こ
そ
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
目
に
つ
く
通
り
O
ρ
一
一
Φ
、
大
通
り
〉
く
①
・

三
畠
は
、
い
ず
れ
も
充
分
に
パ
セ
オ
の
機
能
を
果
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の

地
域
が
第
八
区
フ
エ
ン
カ
ラ
ル
閃
ロ
窪
8
羅
巴
の
う
ち
で
最
も
都
心
に
近
い
第
八

三
小
臣
（
町
内
）
b
σ
㊤
凄
δ
の
べ
ー
ニ
ャ
グ
ラ
ン
デ
℃
①
冨
σ
q
落
潮
①
に
あ
た
り
、

こ
れ
か
ら
北
部
」
帯
に
、
全
市
域
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
広
漠
と
し
た
第
八

　
　
　
　
　
（
4
5
V

区
が
展
開
す
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
市
域
南
部
の
一
例
に
も
み
ら
れ
る
。
ア
ト
ー
チ
ャ
駅
の
南
、
こ

れ
も
地
下
鉄
の
終
点
レ
ガ
ス
ピ
『
Φ
覧
N
冨
駅
か
ら
バ
ス
で
二
〇
分
ほ
ど
の
ビ
リ

ャ
ベ
ル
デ
．
ア
ル
ト
く
已
9
＜
①
巳
①
≧
8
を
訪
ね
て
み
る
。
こ
こ
は
第
一
二
区
ビ

．
リ
ャ
ベ
ル
デ
の
最
南
端
に
あ
た
り
、
小
区
で
は
一
二
四
小
国
の
サ
ン
ア
ン
ド
レ
ス

GQ

?
r
民
冨
ω
に
位
置
し
、
都
心
か
ら
南
へ
の
距
離
が
短
い
マ
ド
り
ー
ド
で
は
市

」
域
の
最
も
南
で
あ
る
。
詳
細
は
未
調
査
だ
が
、
古
い
層
層
が
都
市
化
し
た
も
の
と

観
察
し
た
。
集
落
の
北
東
か
ら
南
西
に
通
ず
る
パ
セ
オ
・
デ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
パ

ラ
シ
オ
ス
℃
器
8
幽
①
≧
げ
曾
8
勺
巴
8
一
〇
ω
は
集
落
を
二
分
す
る
形
と
な
る
が
、

あ
る
時
期
に
至
る
ま
で
の
南
側
の
旧
村
落
の
外
縁
に
あ
た
り
、
北
に
拡
大
し
た
現

集
落
で
メ
．
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
化
し
た
と
考
え
る
。
新
設
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
な
い

だ
け
に
、
高
層
の
集
合
住
宅
で
な
く
、
郊
村
の
都
市
化
が
直
ぐ
に
う
か
が
え
る
よ

う
な
親
し
み
易
い
風
情
を
留
め
て
い
る
。
都
心
の
高
価
な
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
避

け
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
住
む
の
も
悪
く
な
い
と
思
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

バ
ス
と
メ
ト
ロ
で
四
回
分
も
あ
れ
ば
ソ
ル
に
行
け
る
の
で
あ
る
。
都
心
の
第
一
区

セ
ン
ト
ロ
○
Φ
冨
育
。
を
除
い
て
は
、
外
来
の
観
光
客
の
姿
も
な
く
生
の
市
民
生
活

に
接
し
う
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
山
積
す
る
政
治
的
・
経
済
的
な
諸
問
題
を
抱
え

る
こ
の
国
の
人
達
が
、
こ
れ
ほ
ど
見
事
に
生
活
を
楽
し
む
術
を
体
得
し
て
い
る
こ

と
に
目
を
見
張
る
の
で
あ
る
。

　
マ
ド
リ
ー
ド
の
パ
黄
白
は
、
決
し
て
新
し
い
都
市
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
旧
市
街
の
東
の
外
縁
で
あ
っ
た
、
プ
ラ
ド
美
術
館
わ
き
を
南
北

に
通
ず
る
パ
セ
オ
も
、
市
域
拡
大
と
並
行
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

国
の
持
つ
余
裕
が
巧
ま
ず
し
て
残
し
え
た
結
果
と
い
え
よ
う
。
ス
ペ
イ
ン
よ
り
は
、

余
程
進
ん
だ
工
業
国
で
あ
る
日
本
に
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
都
市
域
内
幹
線
道
路
が
皆

無
で
あ
る
現
実
と
比
較
す
る
と
、
ゆ
と
り
の
少
な
い
わ
が
国
で
は
何
事
に
よ
ら
ず
、

む
し
ろ
夢
の
よ
う
な
百
年
の
計
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
痛
感
す
る
。

　
第
二
表
で
み
た
各
都
市
の
パ
セ
オ
も
、
　
（
C
）
の
著
名
な
観
光
地
で
は
、
な
お

の
こ
と
行
き
届
い
た
手
入
れ
が
継
続
さ
れ
よ
う
し
、
　
（
D
）
の
日
常
的
な
市
民
生

活
と
よ
く
溶
け
あ
っ
て
利
用
度
の
高
い
パ
二
三
で
は
、
人
々
の
集
う
プ
ラ
サ
と
共
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に
、
今
後
と
も
市
民
に
愛
さ
れ
る
散
歩
道
と
し
て
継
承
さ
れ
て
行
く
に
ち
が
い
な

い
。
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
充
分
な
活
力
を
も
つ
国
柄
で
あ
る
か
ら
、
今
後
は

さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
を
早
め
て
都
市
域
の
拡
大
も
進
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
た
と
え
パ
苦
寒
の
名
が
付
け
ら
れ
な
く
と
も
、
そ
の
機

能
を
充
分
に
併
せ
持
つ
よ
う
な
利
用
価
値
の
高
い
街
路
が
自
然
に
出
来
上
が
っ
て

行
く
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
的
建
造
物
の
集
中
す
る
古
い
都
市
景
観
を
、
再
開
発
の

名
分
の
も
と
に
破
壊
し
て
道
路
を
拡
げ
る
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
人
達
で
あ

る
。
そ
れ
は
ま
た
反
面
、
新
し
く
造
ら
れ
る
自
分
た
ち
の
住
む
街
に
、
毎
日
の
よ

う
に
集
ま
っ
て
会
話
を
楽
し
む
プ
ラ
サ
や
、
の
ん
び
り
と
散
策
で
時
を
過
ご
す
美

し
い
パ
セ
オ
や
、
．
と
き
に
立
ち
寄
っ
て
杯
を
あ
げ
る
バ
ル
な
ど
が
整
わ
な
い
状
況

な
ど
考
え
ら
れ
も
し
な
い
わ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
付
記
）

　
昭
和
五
六
年
度
・
大
阪
府
在
外
研
究
員
と
し
て
、
地
中
海
沿
岸
諸
国
に
出
張
の

機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
現

地
で
種
々
御
指
導
を
賜
っ
た
京
都
大
学
名
誉
教
授
（
現
奈
良
大
学
教
授
）
で
あ
る

藤
岡
謙
二
郎
先
生
に
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
本
稿
は
、
昭
和
五
五
年
度
・
人
文
地
理
学
会
（
於
京
大
会
館
）
で
発
表
し
た
内

容
に
、
昨
年
度
の
巡
検
で
得
た
資
料
の
若
干
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
小
稿
を
、
四
十
年
に
近
い
畏
友
で
あ
る
小
林
博
教
授
（
現
大
阪
市

立
大
学
文
学
部
長
）
の
定
年
退
官
記
念
論
文
集
に
謹
ん
で
献
呈
す
る
。

註（
1
）

ζ
三
日
。
。
8
ユ
o
q
①
①
0
8
0
∋
輿
望
8
ヨ
①
3
一
〇
冒
ω
試
ε
8
雛
き
一
〇
＝
巴
鮎
Φ

の
鉱
＄
”
肉
魯
Ω
副
。
詠
3
§
ミ
ご
肉
恥
肺
Ω
盛
巴
馬
8
」
も
◎
Q
9
℃
τ
・
り
～
一
〇
・

Φ
。
。
鼠
鉄
．

（（32
））

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

11　10 9

）

（
1
2
）

国
勢
社
。
　
『
日
本
国
勢
図
会
・
一
九
八
二
年
版
』
。
七
三
－
七
八
頁
。

拙
稿
。
　
「
マ
ド
リ
ー
ド
に
お
け
る
¢
り
げ
拶
巳
ω
3
0
＞
．
N
．
O
・
｝
　
に
つ
い
て
％
大
阪

府
立
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）
、
第
二
七
巻
、
一
九
七
九
年
。

拙
稿
。
　
「
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
流
域
の
都
市
誌
」
。
社
会
科
学
論
集
、
第
一
〇
号
、
　
一

九
七
九
年
。

拙
稿
。
　
「
マ
ド
リ
ー
ド
に
お
け
る
都
市
域
の
拡
大
と
開
発
計
画
」
。
『
地
表
空
間
の
組

織
』
．
所
収
。
古
今
書
院
。
　
一
九
八
一
年
。

国
巳
。
一
ひ
5
①
。
。
ピ
母
。
謬
ω
ω
Φ
”
b
軋
0
9
§
ミ
執
。
ミ
。
辞
§
o
肉
吻
℃
Ω
諏
。
馬
－
討
Q
q
隷
鉾
N
㎏
録

サ
O
。
。
卜
。
．

二
巴
犀
（
四
二
Φ
）
い
傷
三
く
ρ
胃
置
Φ
（
雪
o
o
魯
Φ
）
燭
ユ
創
①
（
①
＝
窪
。
一
〇
｝
雲
P
ゆ
雷
訂
・

＝
o
）
．
三
三
P
き
ぎ
。
・
巴
一
（
①
＝
げ
母
o
o
）
・

国
象
8
ユ
巴
口
睾
Φ
＄
層
○
∩
・
〉
●
”
O
『
§
肉
お
9
良
§
ミ
ミ
ト
ミ
。
器
。
。
ρ
8
§
o
o
9
§
o
．

℃
遣
9

℃
窃
Φ
o
…
…
＞
0
9
ひ
冨
《
Φ
｛
Φ
0
8
偶
①
冨
。
。
①
胃
。
冨
。
。
＄
房
①
闘
○
轟
乙
0
8
筥
曾
N
ひ

Φ一

y
ω
Φ
0
8
諺
魯
N
匙
9
p
8
＝
二
一
9
5
0
0
8
（
O
瞬
く
導
8
。
。
γ

筆
者
が
従
来
の
発
表
に
用
い
た
統
計
年
鑑
℃
冨
ω
二
幅
。
㌶
q
9
，
α
q
。
げ
ざ
暴
。
　
ぎ
。
。
亭

葺
。
轟
巳
8
巴
号
霧
欝
鉄
。
。
ぎ
p
”
肉
。
・
越
ぎ
ぎ
§
§
雰
登
ミ
旨
8
迷
N
N
も
、

昭
和
五
六
年
七
月
－
八
月
の
出
張
の
際
に
入
手
し
た
八
○
先
主
（
註
1
）
も
人
口
統

計
は
同
じ
で
あ
る
。
前
回
の
調
査
は
一
九
七
〇
年
で
、
そ
の
後
の
十
年
間
は
そ
れ
を

使
用
し
て
い
る
。
最
近
の
調
査
は
一
九
八
○
年
に
行
な
わ
れ
た
か
ら
、
八
一
年
版
以

降
は
改
訂
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
各
都
市
人
口
の
公
式
統
計
で
最
新
の
も
の
は
、
各

市
役
所
に
直
接
問
い
合
わ
す
以
外
に
方
法
は
な
い
と
考
え
る
。

前
掲
註
（
2
）
。

＞
k
‘
＝
雷
ヨ
油
Φ
9
0
自
①
ζ
p
傷
辱
乙
”
勘
8
§
§
§
肉
。
。
言
ミ
。
う
識
8
Ω
ぎ
N
㎏
録

拙
稿
。
　
「
近
現
代
が
つ
く
っ
た
景
観
％
浅
香
勝
輔
・
足
利
健
亮
・
桑
原
公
徳
・
西
田

彦
一
と
共
著
。
　
『
歴
史
が
つ
く
っ
た
景
観
』
所
収
。
古
今
書
院
、
一
九
八
二
年
。

総
理
府
。
　
『
観
光
白
書
』
。
昭
和
五
六
年
版
。
四
〇
頁
。
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（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
∀

（
1
8
）

（
1
9
）

（　　　（

21　20
）　　　）

（
2
2
）

　
受
入
旅
行
者
数
で
は
、
①
イ
タ
リ
ア
（
四
八
七
〇
万
人
）
。
②
ス
ペ
イ
ン
（
三
八
九

〇
万
人
）
。
③
フ
ラ
ン
ス
（
二
八
○
○
万
人
）
。
④
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
一
二
八
五
．
万
人
）
。

⑤
イ
ギ
リ
ス
（
一
二
四
九
万
人
）
。
と
な
り
、
旅
行
収
支
の
黒
字
国
は
、
①
イ
タ
リ
ア

（
六
六
・
七
億
ド
ル
）
。
②
ス
ペ
イ
ン
（
五
五
・
六
億
ド
ル
）
。
③
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
二

六
億
ド
ル
）
。
④
フ
ラ
ン
ス
（
一
六
・
三
億
ド
ル
）
。
⑤
イ
ギ
リ
ス
（
一
四
・
四
則
ド
ル
）

等
で
あ
る
。
日
本
は
一
一
一
万
人
の
受
入
。
収
支
は
四
二
・
占
卜
ド
ル
の
赤
字
と
な

る
。
出
国
は
、
三
九
〇
万
人
（
昭
和
五
五
年
）
で
あ
っ
た
。

前
掲
註
（
4
）
。

前
掲
註
（
3
）
。
（
5
）
。

前
掲
註
（
3
）
。

】）

@
客
ω
一
8
『
①
α
q
巴
閃
Q
o
」
o
。
α
1
刈
一
・
Ω
み
鵠
。
器
○
弓
8
σ
q
斜
ω
巴
9
∋
き
o
P
一
㊤
コ
・

”
⑦
Q
h
Ω
謡
Ω
昌
O
Q
O
δ
N
◎
◎
噺
9
Q

ア
ビ
ラ
〉
＜
一
一
p
　
の
よ
う
な
堅
固
な
城
壁
で
は
な
く
、
頑
丈
な
塀
と
解
し
た
ほ
う
が

適
切
な
構
造
で
あ
る
。
市
域
内
東
側
の
囲
い
に
沿
っ
た
通
り
に
も
、
　
O
巴
一
①
餌
Φ
一
p

O
零
8
の
名
が
み
ら
れ
る
。

O
巴
N
巴
9
は
石
だ
だ
み
道
の
意
で
、
O
巴
N
9
富
閃
。
ヨ
雲
9
　
（
ス
ペ
イ
ン
各
地
に
残

さ
れ
た
ロ
ー
マ
時
代
建
設
の
公
道
）
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
O
㊤
罵
。
8
冨
は
、
車
の

通
る
街
道
を
称
し
、
共
に
主
要
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

℃
Φ
門
α
q
餌
ヨ
言
。
”
℃
欝
δ
o
o
冒
軋
Q
軋
攣
3
0
§
⑩
δ
9
ミ
。
『
織
⑩
8
角
器
”
⑦
o
、
Ω
§
三
越
8
曾

ま
た
、
航
空
写
真
で
市
街
地
と
周
辺
を
解
説
し
た
資
料
に
は
、
国
×
。
巴
①
薮
ω
ぎ
。
〉
零

二
5
畠
ヨ
凶
①
コ
8
q
①
G
り
巴
9
目
p
コ
o
p
l
』
g
三
〇
価
。
ζ
o
∋
一
x
×
＜
凶
が
あ
る
。

前
掲
註
（
4
）
。

前
掲
註
（
1
）
の
ほ
か
、
国
巳
8
二
巴
口
陣
ヨ
ひ
コ
O
Q
o
で
①
5
”
層
Q
Q
．
〉
」
O
⑩
。
o
Q
雲
上
臼
腎

吋
。
。
唱
Ω
訓
臼
鵠
萱
。
。
肺
養
翫
9
G
っ
。
℃
§
Q
鴇
N
も
ミ
’
国
ヨ
帥
＝
o
≧
圃
宣
田
く
僧
吋
ひ
こ
。
”
O
⑪
o
恥
謡
談
Q

儀
⑩
穿
℃
Ω
隷
P
N
℃
鍵

ゴ
切
識
ε
8
℃
円
。
＜
ぎ
。
帥
巴
傷
Φ
H
5
＜
Φ
o
o
臨
σ
Q
ゆ
。
一
ひ
コ
①
ω
矯
国
ω
9
象
o
o
o
　
↓
9
①
ら
9
5
0
0
0

℃
』
Ω
3
0
　
駄
①
　
『
O
』
殉
駄
O
．
N
絶
“
N

（　　　（　　　（

25　24　23
）　　　）　　　）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

（
3
2
）

（　　　（

34　33
）　　　）

（
3
5
）

（
3
6
）

（　　　（

38　37
）　　　）

（
3
9
）

（
4
0
）

前
掲
註
（
1
）
七
五
三
頁
。

O
p
二
〇
ω
○
り
。
冠
O
＜
幽
一
p
”
b
u
9
隷
⑩
馬
。
鵠
9
。
国
象
。
凶
ひ
つ
①
o
陰
侮
Φ
o
o
け
冒
。
》
一
⑩
O
潜
・

議
了
8
ユ
巴
国
9
コ
9
2
Q
o
●
＞
L
O
言
お
　
肉
置
9
9
0
℃
①
ミ
Ω
ト
工
勘
O
q
切
的
肉
℃
8
§
o

肋
⑪
喚
黛
嵩
軋
9
し
口
黛
翁
町
0
3
8
N
℃
N
N

前
掲
註
（
1
）
七
五
三
頁
。

拙
稿
。
　
「
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
の
都
市
誌
」
堺
女
子
短
大
紀
要
、
昭
和
五
七
年
十
月
。

前
掲
註
（
4
）
。

拙
稿
。
　
「
ス
ペ
イ
ン
都
市
の
℃
冨
N
2
℃
霧
①
。
」
。
野
外
歴
史
地
理
学
研
究
会
々
誌
。

第
六
五
号
、
昭
和
五
六
年
。

拙
稿
。
「
囲
郭
都
市
ア
ビ
ラ
」
。
藤
岡
謙
二
郎
編
著
、
　
『
地
域
と
読
図
』
所
収
。
ナ
カ

ニ
シ
や
出
版
、
昭
和
五
五
年
。

前
掲
註
（
2
1
）
。

』
o
o
o
①
o
り
四
コ
0
7
①
N
】
≦
帥
『
け
ぎ
①
N
”
℃
貯
識
。
匙
⑩
貯
O
詳
駄
Ω
F
ミ
§
悔
9
0
●
”
o
＝
O
一
p
罫
・

三
〇
言
巴
畠
巴
国
×
o
∋
P
＞
望
＝
三
9
巨
Φ
5
ざ
偽
。
ζ
仁
器
冨
・
一
㊤
蕊
・

前
掲
註
（
1
2
）
。

国
三
＝
o
≧
二
9
田
く
舘
ひ
ω
”
O
鳴
。
恥
養
、
貯
腎
油
差
Ω
ぎ
噸
N
℃
録
　
肺
。
§
o
　
鱒
鳩
鳩
●

』
斬
偽
1
N
軌
N

、
審
三
。
。
器
ユ
。
q
①
鼠
く
三
①
5
島
p
＞
緒
§
鼠
亀
雲
8
i
』
Φ
h
p
榊
＝
霊
．
傷
①
○
げ
建
。
。
謀
・

げ
＝
o
p
ω
…
9
ぎ
棲
℃
、
Ω
お
。
儀
⑪
卜
9
0
0
『
舘
副
8
N
も
笥
軸
．

国
×
o
Φ
8
5
賦
臨
目
。
＞
署
5
＄
巨
Φ
三
〇
阜
①
ピ
①
曾
”
℃
』
§
o
腎
登
9
§
魯
下
下
＆
斜

N
鴇
謡
・

↓
ひ
〇
三
〇
9
0
p
＝
o
σ
q
弓
鷺
8
p
”
℃
貯
昌
。
軋
①
O
ミ
ミ
。
．

℃
目
げ
＝
0
9
0
ぴ
＝
①
切
師
巴
竃
一
三
ω
け
①
ユ
。
餌
①
謬
♂
弓
ヨ
p
o
凶
ひ
5
楓
目
鐸
二
ω
ヨ
。
”
＜
諦
ミ
器
”

N
℃
録

国
巳
冨
餌
。
眉
。
肖
巴
〉
曳
＝
茸
ゆ
巨
Φ
コ
ざ
師
Φ
唱
僧
ヨ
ユ
0
5
ゆ
”
℃
安
き
1
9
ざ
腎
℃
o
§
－

黛
。
昌
P
N
℃
M
ト

前
掲
註
（
1
）
。
ま
た
、
註
（
8
）
の
理
由
で
、
一
九
八
二
年
現
在
で
は
、
第
二
次
・
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（
4
1
）

　43

）

　42

）

　　　　
45　44
）　　　V

第
三
次
産
業
人
口
比
率
が
、
さ
ら
に
大
き
く
増
加
し
て
い
る
と
予
測
さ
れ
る
。

総
理
府
統
計
局
編
、
　
『
国
際
統
計
要
覧
・
一
九
七
六
』
。
西
欧
諸
国
の
う
ち
、
恢
ペ
イ

ン
と
状
況
の
近
W
イ
タ
リ
ア
を
例
に
と
る
と
、
一
九
七
二
年
で
、
第
一
次
（
一
八
．

○
）
、
第
二
次
（
四
二
・
四
）
、
第
三
次
（
三
七
．
一
）
と
な
る
。

前
掲
註
（
3
）
。

前
掲
註
（
2
）
。
E
C
加
盟
十
か
国
の
人
口
密
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
（
九
八
）
．
西
ド
イ

ツ
（
二
四
七
）
・
イ
タ
リ
ア
（
一
八
九
）
・
ベ
ル
ギ
ー
（
三
二
二
）
．
オ
ラ
ン
ダ
（
三
」

四
四
）
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
（
一
四
〇
）
・
イ
ギ
リ
ス
（
二
二
九
）
・
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
（
四
八
）
・
デ
ン
マ
ー
ク
（
一
一
九
）
・
ギ
リ
シ
ャ
（
七
二
）
で
あ
る
。
日
本
は

三
〇
七
人
。

前
掲
註
（
5
）
。

前
掲
註
（
3
）
お
よ
び
（
5
）
に
記
載
の
地
図
参
照
。
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